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主論文 

ADAMTS13 activity may predict the cumulative survival of patients with  

liver cirrhosis in comparison with the Child-Turcotte-Pugh score and the

 Model for End-Stage Liver Disease score 

                      

血漿 ADAMTS は肝硬変患者の予後を Child-Pugh スコアや MELD スコアと同様に生存

率を予測できる可能性がある   
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論文審査の要旨 

 

ADAMTS13 (A Disintegrin-like And Metalloproteinase domain, with 

ThromboSpondin type-1 motif 13)は、血管内皮細胞から放出される超高分子量

VWF multimer（UL-VWFM）を切断する亜鉛含有酵素であり、主に肝星細胞で産生

される。ADAMTS13は血栓性血小板減少性紫斑病（thrombotic thrombocytopenic 

purpura: TTP）の発症との関連で注目されてきたが、本研究では肝障害の発症・

進展ならびに多臓器不全合併との関連という新視点に着目している。 

肝硬変の重症度、合併症の有無、生存率等の各種パラメータとの関連につい

て検討がなされ、血漿 ADAMTS13活性は肝障害の進行とともに低下し肝硬変群で

は非肝硬変群より ADAMTS13 が低下すること、Child-pugh スコアや MELD スコア

では識別不能であった軽度から中等度の肝硬変例も含めて、血漿 ADAMTS13活性

が全肝硬変患者の累積生存率の予測指標となり得ること、すなわち、軽度低下

群(>50%)が最も予後が良好で、次いで中等度低下群(25-50%)、著減群（<3-25%）

の順に不良となることを見出した。 

本研究は簡便な検査法かつ単一の項目で肝硬変の重症度や予後診断できる可

能性があり有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器肝臓病学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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